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”陸
の
王
者
　
慶
應
“
の
フ
レ
ー
ズ
で
知
ら
れ
る
「
若
き
血
」
の
ほ
か
に
も
、
義
塾
に

は
代
々
歌
い
継
が
れ
て
き
た
多
く
の
魅
力
的
な
歌
が
あ
る
。
と
き
あ
た
か
も
体
育
会
各

部
の
春
の
対
抗
戦
シ
ー
ズ
ン
。
伝
統
あ
る
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
の
来
歴
を
知
り
、
歌
を
覚

え
て
、
新
入
生
も
上
級
生
も
、
声
を
合
わ
せ
て
歌
お
う
。

カレッジソングを未来に歌い継ごう
義塾の歴史が刻まれた

　

百
五
十
余
年
の
歴
史
を
持
つ
慶
應
義
塾

に
は
、
多
く
の
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
が
歌
い

継
が
れ
て
い
る
。
入
学
式
、
卒
業
式
な
ど

の
式
典
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
、

そ
し
て
卒
業
後
の
塾
員
の
集
い
で
あ
る
三

田
会
で
も
歌
わ
れ
る
な
ど
、
義
塾
の
カ
レ

ッ
ジ
ソ
ン
グ
は
、
青
春
の
思
い
出
と
と
も

に
、
一
生
の
宝
物
で
あ
る
。

　

新
入
生
は
も
ち
ろ
ん
、「
塾
歌
」
と
「
若

き
血
」
は
歌
え
る
と
い
う
上
級
生
も
、
あ

ま
た
あ
る
義
塾
の
歌
に
あ
ら
た
め
て
興
味

を
持
ち
、
一
つ
で
も
多
く
歌
え
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
。

　

新
入
生
に
ま
ず
覚
え
て
も
ら
い
た
い
の

は
何
と
い
っ
て
も
「
塾
歌
」「
若
き
血
」、

そ
し
て
「
慶
應
讃
歌
」
で
あ
る
。

　“
見
よ
　
風
に
鳴
る
わ
が
旗
を
”
で
始
ま

る
「
塾
歌
」
は
、
入
学
式
で
聴
い
た
は
ず

だ
が
、
耳
に
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。　

　

1
9
0
4
（
明
治
37
）
年
に
つ
く
ら
れ

た
旧
塾
歌
に
代
わ
り
、
新
塾
歌
と
し
て
40

（
昭
和
15
）
年
11
月
に
制
定
さ
れ
、
翌
年
1

月
の
福
澤
先
生
誕
生
記
念
会
で
披
露
さ
れ

た
。
二
代
目
の
塾
歌
と
は
い
え
、
既
に
70

年
以
上
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、そ
れ
よ
り
も
古
い
27
（
昭
和
２
）

年
に
つ
く
ら
れ
、

義
塾
社
中
の
み
な

ら
ず
日
本
中
に
知

ら
れ
て
い
る
の
が
、

応
援
歌「
若
き
血
」

で
あ
る
。

　

03
（
明
治
36
）
年
に
始
ま
っ
た
早
慶
野

球
試
合
は
、
応
援
の
過
熱
に
よ
る
20
年
も

の
中
断
を
経
て
、
25
（
大
正
14
）
年
の
東

京
六
大
学
野
球
リ
ー
グ
の
開
始
と
と
も
に

再
開
さ
れ
た
。
そ
の
応
援
歌
と
し
て
翌
々

年
か
ら
歌
わ
れ
た
の
が
「
若
き
血
」
な
の

で
あ
る
。
新
入
生
に
は
、
何
は
と
も
あ
れ

神
宮
球
場
へ
春
の
リ
ー
グ
戦
の
応
援
に
行

く
こ
と
を
薦
め
る
。
應
援
指
導
部
に
よ
る

歌
唱
指
導
も
あ
り
、
そ
の
日
か
ら
声
高
ら

か
に
歌
え
る
よ
う
に
な
る
。

　
「
慶
應
讃
歌
」
は
47
（
昭
和
22
）
年
に
、

塾
員
で
シ
ロ
フ
ォ
ン
（
木
琴
）
奏
者
と
し

て
名
高
い
平
岡
養
一
に
よ
り
作
詞
作
曲
さ

れ
た
。
早
慶
戦
終
了
後
に
、
隣
の
人
と
肩

を
組
ん
で
歌
う
こ
と
が
恒
例
に
な
っ
て
い

て
、
野
球
観
戦
の
気
分
が
盛
り
上
が
る
。

　“
丘
の
上
に
は
空
が
青
い
よ
　
ぎ
ん
な
ん

に
鳥
は
歌
う
よ
歌
う
よ
…
…
”

「
塾
歌
」「
若
き
血
」「
慶
應
讃
歌
」

ま
ず
こ
の
3
曲
を
覚
え
よ
う

応
援
席
で
肩
を
組
ん
で
歌
う

こ
れ
ぞ
、
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
の
醍
醐
味

名
曲
「
丘
の
上
」
は

早
慶
戦
勝
利
の
歌

若き血
作詞・作曲　堀内敬三

若き血に燃ゆる者

光輝みてる我等

希望の明星仰ぎて此処に

勝利に進む我が力

常に新し

見よ精鋭の集う処

烈日の意気高らかに

遮る雲なきを

慶應　慶應

陸の王者　慶應
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「練習ハ不可能ヲ可能ニス」石碑
　学生時代は義塾庭球部の選手として活躍し、卒業後は部長として部の発
展に力を尽くした小泉信三元塾長。日吉キャンパス・蝮

まむし

谷
だに

のテニスコート
に臨む石碑は、小泉元塾長が亡くなった翌年の1967（昭和42）年に、そ
の功績を記念し建てられたものである。遺墨を元に刻まれた「練習ハ不可
能ヲ可能ニス」の言葉は、小泉元塾長が学生時代自ら経験した「譬

たと

えよう
もなく猛烈な」練習に基づく教え。義塾を超えて広く知られるこの訓辞は、
今もなお、多くの人々に弛

たゆ

まぬ努力の大切さを伝え続けている。

　

こ
の
詞
を
リ
ズ
ム
と
と
も
に
口
ず
さ
め

る
塾
生
は
、
普
段
か
ら
野
球
を
は
じ
め
早

慶
戦
を
熱
心
に
観
戦
し
て
い
る
に
違
い
な

い
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
「
丘
の
上
」
は
、
早

慶
戦
に
義
塾
が
勝
っ
た
と
き
に
の
み
歌
わ

れ
る
特
別
な
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
だ
か
ら
で

あ
る
。

　
「
丘
の
上
」
は
い
わ
ゆ
る
応
援
歌
と
一
線

を
画
し
、
詞
も
曲
も
大
変
優
美
な
の
が
特

徴
だ
。
作
詞
は
仏
文
科
卒
の
塾
員
で
詩
人

の
青
柳
瑞
穂
、
曲
は
フ
ラ
ン
ス
音
楽
に
通

じ
た
作
曲
家
の
菅す

が

原は
ら

明め
い

朗ろ
う

に
よ
る
。
28（
昭

和
３
）
年
に
野
球
部
が
早
稲
田
を
下
し
六

大
学
野
球
を
10
戦
全
勝
で
制
覇
し
た
直
後

に
披
露
さ
れ
た
た
め
か
、
以
来
、
早
慶
戦

に
勝
利
し
た
時
に
の
み
歌
わ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
種
目
は
野
球
に
限
ら
な
い
。

　

体
育
会
各
部
は
ま
さ
に
春
の
シ
ー
ズ
ン

真
っ
只
中
。
ま
ず
は
そ
の
応
援
席
で
、
仲

間
と
と
も
に
声
を
合
わ
せ
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。
今
年
も
多
く
の
新
入
生
を

迎
え
、
義
塾
の
歴
史
が
染
み
込
ん
だ
カ
レ

ッ
ジ
ソ
ン
グ
は
、
次
な
る
世
代
へ
と
歌
い

継
が
れ
る
こ
と
を
待
っ
て
い
る
。

丘の上
作詞　青柳瑞穂　
作曲　菅原明朗

１ 丘の上には空が青いよ

　ぎんなんに鳥は歌うよ歌うよ

　あゝ 美しい我等の庭に

　知識の花を摘みとろう

２ 窓を開けば海が見えるよ

　朗らかに風は渡るよ渡るよ

　あゝ 嚠
りゅう

喨
りょう

と理想のラッパを

　あなたの空に吹きならそう

３ 新しい時
よ

代の鐘がひゞ くよ

　若
わか

人
びと

の胸は躍るよ躍るよ

　あゝ 華やかに若き命を

　声張り挙げて歌おうよ

2011年 4・5・6月
体育会各部の主な試合日程
 4 月 9 日（土）～5 月 29 日（日）

野球部
東京六大学野球春季リーグ戦（早慶戦：5/28・29 予定）

場所：明治神宮野球場　入場料：あり

 4 月 9 日（土）～5 月 29 日（日）

準硬式野球部
東京六大学準硬式野球春季リーグ戦
場所：各大学グラウンド他　入場料：無料

 4 月 10 日（日）・24 日（日）

蹴球部
オール慶明戦 (４/10)  オール早慶戦 (４/24)

場所：秩父宮ラグビー場　入場料：あり

 4 月 17 日（日）

端艇部
早慶レガッタ
場所：隅田川（両国橋～桜橋）　入場料：無料

 4 月 29 日（祝・金）

アメリカンフットボール部
早慶アメリカンフットボール対抗戦
場所：駒沢陸上競技場　入場料：あり

 6 月 18 日（土）

バスケットボール部
早慶バスケットボール定期戦
場所：国立代々木競技場第二体育館　入場料：あり

詳しくは体育会（http://www.uaa.keio.ac.jp/）
もしくは各部の公式ウェブサイト等で
ご確認ください。


